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国立民族学博物館のコレクションから、世界中のさまざまな民族によって作られた
貝細工約160点を、美術館の空間で展示します。

仮面 パプアニューギニア セピック川流域
国立民族学博物館所蔵

通過儀礼用仮面 コンゴ民主共和国（民族：クバ）
国立民族学博物館所蔵

企画概要

古来、世界のさまざまな民族の手によって、貝細工という独自の文化が生み出されてきました。7万

年から10万年前の遺跡から貝ビーズが発掘されているように、人びとは貝をつなぐ手しごとを通して、

単なる道具を超えた特別な価値を、貝に見出してきました。

本展では、大阪の万博記念公園にある国立民族学博物館が所蔵する、34万点をこえる資料の中から、

貝細工約160点を紹介します。日ごろ、博物資料とされる貝細工に秘められた豊かな造形美を発見し

ながら、それぞれの貝細工が生まれた社会背景や生活文化を理解し、貝と私たちとがどのような関係を

育んできたのかを問い直します。とりわけ、オセアニア、アフリカ、アジアの広範囲に見られるタカラ

ガイの貝細工に注目し、さまざまな民族による儀礼用の仮面や、社会的権威を表す衣裳や装飾品などを

展覧することで、世界各地に広がる「貝の道」をたどります。葉山の海に面した美術館で、名もなき作

り手たちの貝への思いや創意工夫の数々に触れる、貝をめぐる世界の旅にお出かけください。



開催概要

国立民族学博物館コレクション 貝の道
The Collection of the National Museum of Ethnology ―― Shell Road

会期：2018年6月23日（土）から9月2日（日）まで
会場：神奈川県立近代美術館葉山
開館時間：午前9時30分から午後5時まで（入館は午後4時30分まで）
休館日：月曜日（7月16日は開館）

主催：神奈川県立近代美術館
共催：国立民族学博物館
協力：葉山しおさい博物館
後援：葉山町、葉山町教育委員会
助成：公益財団法人野村財団
観覧料：一般1,200（1,100）円／20歳未満・学生1,050（950）円／65歳以上600円／

高校生100円

＊「貝の道」展をご覧の方は、同展の観覧券で同日に限りコレクション展「絵ってとまっているのかな？」もご覧いただけます。
＊（ ）内は20名以上の団体料金です。中学生以下と障害者手帳等をお持ちの方（および介助者原則1名）は無料です。
＊ファミリー・コミュニケーションの日（毎月第1日曜日：7月1日、8月5日、9月2日）は、18歳未満のお子様連れのご家族は
割引料金（65歳以上の方を除く）でご覧いただけます。また同日は「会話を楽しむ日」。小さなお子様連れの方も、遠慮なく
ご観覧ください。
＊その他の割引につきましてはお問い合わせください。

[同時開催]コレクション展 絵ってとまっているのかな？

[次回開催（予定）] アルヴァ・アアルト――もうひとつの自然 ／ コレクション展 描かれた「建物」
9月15日（土）から11月25日（日）まで
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展覧会の見どころ

①世界中の民族によって作られたさまざまな貝細工を、美術館の空間で紹介します。多種多様な

貝の色、形、大きさと同時に、人びとの手しごとが生み出す豊かなイメージをお楽し

みいただけます。

②オセアニア、アジア、アフリカなど、世界各地の広域にみられるタカラガイの貝細工の数々を

たどり、それぞれの地域、民族による仮面や衣裳、彫像などを紹介します。

③葉山の海岸に面した当館ならではの、貝をテーマにしたワークショップや、隣接する葉山しお

さい博物館とのコラボ企画を開催します。

【お問合せ】 神奈川県立近代美術館 葉山

広報担当：吉田、鈴木、髙原、八木 展覧会担当：朝木、土居

Tel：046-875-2800 Fax：046-875-2968 E-mail：info.kinbi.474@pref.kanagawa.jp   
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〇講演会「タカラガイと貝の道」

講師：池谷和信（国立民族学博物館教授、総合研究大学院大学教授）

日時：8月4日（土）午後2時から3時30分まで

場所：講堂

定員：70名（当日先着順）※参加無料

〇日本画ワークショップ「貝を描く、貝で描く」

講師：内田あぐり（日本画家、武蔵野美術大学教授）

日時：7月7日（土）午後2時から4時30分まで

場所：講堂

定員：30名（申込先着順）

対象：小学3年生以上（小学生は保護者同伴）

※要申込、参加無料（ただし高校生以上は「貝の道」展当日観覧券が必要）

〇館長によるオープニング・トーク

「貝の道」＆コレクション展「絵ってとまっているのかな？」

日時：6月23日（土）午後2時から3時まで

場所：展示室

〇担当学芸員によるギャラリートーク

日時：7月14日（土）、9月1日（土） 各日午後2時30分から3時まで

場所：展示室

〇子どものためのギャラリートーク
日時：8月24日（金）午後2時30分から3時まで
場所：展示室
対象：18歳以下のお子様（小学生以下は保護者同伴）

※展示室内でのトークは全て申込不要、参加無料（ただし高校生以上は「貝の道」展当日観覧券が必要）

〇近代美術館入門講座「貝でつなぐ 美術館と博物館」（葉山町共催）

講師：朝木由香（当館学芸員）

日時：6月30日（土）午前10時から11時まで

場所：葉山町福祉文化会館 大会議室

※申込不要、参加無料

①「海の生き物を観察しよう」

講師：倉持卓司（葉山しおさい博物館）

日時：7月1日（日）午前10時から12時まで ※雨天中止

場所：一色海岸ほか ※集合場所等の詳細は当館ウェブサイトでお知らせします

対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

※申込不要、参加無料（ただし高校生以上は「貝の道」展当日観覧券が必要）

②「貝の化石や生きた貝を顕微鏡で観察してスケッチしよう」

講師：倉持卓司（葉山しおさい博物館）

日時：8月5日（日）午後1時から4時まで

場所：講堂ほか

定員：15名（申込先着順）

対象：小学3年生以上（小学生は保護者同伴）

※要申込、参加無料（ただし高校生以上は「貝の道」展当日観覧券が必要）

③近代美術館と葉山しおさい博物館の2館をめぐるギャラリー・ツアー

日時：6月24日（日）、8月18日（土） 各日午後2時から3時30分まで

※申込不要、参加無料

（ただし高校生以上は「貝の道」展当日観覧券、小学生以上は葉山しおさい公園の入園料が必要）

関連企画 ※詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。なおイベント内容は変更される場合があります。
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●広報用画像データ一覧

展覧会広報用として、画像データをご用意しております。ご希望の場合は、メールにてお申し込みください。

その際、次の必要事項の明記をお願いいたします。

展覧会名／希望画像のアルファベット／貴社名／貴媒体名／掲載予定日／ご担当者名／ご連絡先

神奈川県立近代美術館広報担当メールアドレス info.kinbi.474@pref.kanagawa.jp

D

E

画像キャプション
※A～I それぞれの画像には、必ず下記のキャプションを表記するようにお願いいたします。

「タイトル・使用地（民族） 国立民族学博物館所蔵」

A 通過儀礼用仮面 コンゴ民主共和国（民族：クバ） 国立民族学博物館所蔵

B 儀礼用肩下げ袋 コンゴ民主共和国（民族：レガ） 国立民族学博物館所蔵

C 彫像 イベジ ナイジェリア共和国（民族：ヨルバ） 国立民族学博物館所蔵

D 首飾り 台湾 蘭嶼 （民族：ヤミ） 国立民族学博物館所蔵

E 女性用腰布 インドネシア共和国（民族：スンバ） 国立民族学博物館所蔵

F 貝貨 ミクロネシア連邦 ヤップ島 国立民族学博物館所蔵

G 胸飾り パプアニューギニア ニューブリテン島 国立民族学博物館所蔵

H 仮面 パプアニューギニア セピック川流域 国立民族学博物館所蔵

I 神像付きの椅子 パプアニューギニア セピック川・ラム川流域 国立民族学博物館所蔵
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